
平成２８年度

第１回 茨城県道路メンテナンス会議

日時：平成28年7月15日（金）

13:30～15:00

場所：茨城県市町村会館 １F 講堂

水戸市笠原町978番地26

議 事 次 第

１ 開 会

２ 会長挨拶 （国土交通省 常陸河川国道事務所長）

３ 議 事

(1)これまでの動き

(2)平成27年度点検結果

(3)平成28年度点検予定

(4)地方自治体への技術支援（研修について）

(5)好事例の紹介

(6)茨城県における課題と茨城県道路メンテナンス会議の取組

(7)情報提供（熊本地震を踏まえた今後の対応につて）

４．意見交換

５．閉 会
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茨城県道路メンテナンス会議 規約

(名 称)

第１条 本会は、「茨城県道路メンテナンス会議」（以下、「会議」という。）と称

する。

（目 的）

第２条 会議は、道路法第２８条の２の規定に基づき設置するもので、茨城県内

の道路管理を効果的に行うため、各道路管理者が相互に連絡調整を行うことによ

り、円滑な道路管理の促進を図ることを目的とする。

（協議事項）

第３条 会議は、第２条の目的を達成するため、次の事項について審議する。

（１）道路施設の維持管理等に係る意見調整・情報共有に関すること。

（２）道路施設の点検、修繕計画等の把握・調整に関すること。

（３）道路施設の損傷事例や技術基準類等の共有に関すること。

（４）その他、道路の管理に関連し会長が妥当と認めた事項。

（組 織）

第４条 会議は、第２条の目的を達成するため、茨城県内における高速自動車国

道、一般国道、県道及び市町村道の各道路管理者及び会議が必要と認めるもので

組織する。

２．会議には、会長及び副会長を２名置くものとし、会長は国土交通省関東地方

整備局常陸河川国道事務所長、副会長は茨城県土木部道路維持課長及び東日本

高速道路株式会社関東支社谷和原管理事務所長とする。

３．会長に事故等があるときは、副会長がその職務を代行する。

４．会議の構成は「別表－１」のとおりとする。

ただし、必要に応じ会長が指名するものの出席を求めることができる。

５．会議の個別課題等についての検討・調整を行うための専門部会の構成は、「別

表－２」のとおりとする。

６．会議には、高速自動車国道、一般国道、県道、市町村道の代表者からなる、

幹事会の構成は、「別表－３」のとおりとする。

７．会議に、道路構造物等の不具合発生時等における技術的な助言、専門的な

研究機関等への技術相談の窓口を、国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事

務所に置く。
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（幹事会）

第５条 幹事会は、会長の招集により開催するものとし、次の事項について調整

する。

（１）会議の運営全般についての補助、会員相互の連絡調整

（２）会議における協議議題の調整

（３）規約の策定・改正・廃止等に係る調整

（４）その他、会議の運営に際し必要となる事項の調整

（事務局）

第６条 会議の運営に関わる事務を行わせるため、事務局を置く。

２．事務局は、国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所道路管理第二課、

茨城県土木部道路維持課及び東日本高速道路株式会社関東支社谷和原管理事務所に

置く。

（規約の改正）

第７条 本規約の改正等は、本会議の審議・承認を得て行うことができる。

（その他）

第８条 本規約に定めるもののほか必要な事項はその都度協議して定めるものと

する。

（附 則）

本規約は、平成２６年 ６月１３日から施行する。

（一部改正）

平成２６年１０月３１日に第４条を改正する。

（一部改正）

平成２７年６月４日に第６条を改正する。

（一部改正）

平成２７年７月１５日第４条第４項中の「別表－１」を改正する。
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会議名簿 別表－１
所属 役職

会長 国土交通省関東地方整備局 常陸河川国道事務所長
副会長 茨城県土木部 道路維持課長
副会長 東日本高速道路株式会社関東支社 谷和原管理事務所長

東日本高速道路株式会社関東支社 水戸管理事務所長
東日本高速道路株式会社関東支社 宇都宮管理事務所長
水戸市 建設部長
日立市 都市建設部長
土浦市 建設部長
古河市 建設部長
石岡市 都市建設部長
結城市 都市建設部長
龍ケ崎市 都市環境部長
下妻市 建設部長
常総市 都市建設部長
常陸太田市 建設部長
高萩市 産業建設部長
北茨城市 都市建設部長
笠間市 都市建設部長
取手市 建設部長
牛久市 建設部長
つくば市 建設部長
ひたちなか市 建設部長
鹿嶋市 都市整備部長
潮来市 建設部長
守谷市 都市整備部長
常陸大宮市 経済建設部長
那珂市 建設部長
筑西市 土木部長
坂東市 都市建設部長
稲敷市 産業建設部長
かすみがうら市 土木部長
桜川市 建設部長
神栖市 都市整備部長
行方市 建設部長
鉾田市 建設部長
つくばみらい市 都市建設部長
小美玉市 都市建設部長
茨城町 都市建設部長
大洗町 都市建設課長
城里町 都市建設課長
東海村 建設農政部長
大子町 建設課長
美浦村 経済建設部長
阿見町 都市整備部長
河内町 都市整備課長
八千代町 都市建設課長
五霞町 都市建設課長
境町 建設農政部長
利根町 都市建設課長
茨城県道路公社 理事兼業務部長

オブザーバー 国土交通省関東地方整備局道路部 道路保全企画官
オブザーバー 国土交通省関東地方整備局道路部 地域道路課長
オブザーバー 国土交通省関東地方整備局 関東技術事務所長
オブザーバー 東日本高速道路株式会社　関東支社 管理事業部調査役
オブザーバー 東日本旅客鉄道株式会社　水戸支社 設備土木課長
オブザーバー 茨城県建設技術公社 技術第一部長

事務局
国土交通省　関東地方整備局　常陸河川国道事務所　道路管理第二課
茨城県　土木部　道路維持課
東日本高速道路株式会社　関東支社　谷和原管理事務所
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別表-２

1

2

3

茨城県道路メンテナンス会議　専門部会

適用部会名

茨城県跨高速道路橋維持管理連絡協議会

茨城県ＪＲ跨線橋維持管理連絡協議会



幹事会名簿 別表－3
所属 役職

会長 国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所 副所長
副会長 茨城県土木部道路維持課 技佐兼課長補佐（技術総括）
副会長 東日本高速道路株式会社関東支社谷和原管理事務所副所長

東日本高速道路株式会社関東支社水戸管理事務所 副所長
東日本高速道路株式会社関東支社宇都宮管理事務所副所長
水戸市 道路管理課 技正
日立市 道路管理課 課長補佐
土浦市 道路課 副参事
古河市 道路整備課 課長補佐
石岡市 道路建設課 課長補佐
結城市 土木課 課長補佐
龍ケ崎市 施設整備課 課長補佐
下妻市 建設課 課長
常総市 建設課 課長補佐
常陸太田市 建設課 主査
高萩市 建設課 課長補佐 
北茨城市 建設課 課長補佐
笠間市 管理課 課長補佐
取手市 管理課 係長
牛久市 道路維持課 主査
つくば市 道路維持課 課長補佐
ひたちなか市 道路管理課 課長
鹿嶋市 施設管理課 課長
潮来市 道路建設課 課長補佐
守谷市 建設課　課長補佐
常陸大宮市 都市建設課 副参事
那珂市 土木課 課長補佐
筑西市 道路維持課 課長
坂東市 道路課 課長補佐兼係長
稲敷市 建設課 課長
かすみがうら市 道路建設課 課長
桜川市 建設課 グループ長
神栖市 道路整備課 課長補佐
行方市 都市建設課 課長補佐
鉾田市 道路建設課 課長補佐
つくばみらい市 建設課 課長補佐
小美玉市 管理課 課長補佐
茨城町 道路管理課 課長補佐
大洗町 都市建設課 建設専門担当主査
城里町 都市建設課 課長補佐
東海村 都市整備課 課長補佐
大子町 建設課 課長補佐
美浦村 都市建設課 課長補佐
阿見町 都市施設管理課 係長
河内町 都市整備課 係長
八千代町 都市建設課 主査
五霞町 都市建設課 主幹
境町 建設課 副参事兼課長補佐
利根町 都市建設課 課長補佐
茨城県道路公社 工務課 課長
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事務局
国土交通省　関東地方整備局　常陸河川国道事務所　道路管理第二課
茨城県　土木部　道路維持課



【機密性２】

平成28年度 第1回

茨城県道路メンテナンス会議

平成２８年７月１５日（金）



【機密性２】

１

（１） これまでの動き

資料 



【機密性２】資料 これまでの動き

社会資本整備審議会 「道路の老朽化対策の本格実施に関する提言」 概要
H26.4

２



【機密性２】資料 

平成２７年 ６月 ４日 平成２７年度 第１回茨城県道路メンテナンス会議開催
８月３１日 平成２７年度 第２回茨城県道路メンテナンス会議開催

１０月２８日 老朽化対策現地学習会
１１月１０日他 橋梁直営診断（１０橋）
１２月２２日 平成２７年度 第３回茨城県道路メンテナンス会議開催

平成２８年 ２月２６日 トンネル点検講習会
３月１８日 道路の老朽化対策に関する講演会

平成27年度

平成２６年 ６月１３日 平成２６年度 第１回茨城県道路メンテナンス会議開催
平成２６年度 第１回茨城県跨高速道路橋維持管理連絡協議会開催

９月２６日 平成２６年度 第１回茨城県道路メンテナンス会議・幹事会開催
１０月３１日 平成２６年度 第２回茨城県道路メンテナンス会議開催
１１月１１日 現場講習会（橋梁点検）開催
１２月２５日 平成２６年度 第３回茨城県道路メンテナンス会議開催

平成２７年 １月１６日 現場講習会（トンネル点検）開催
３月 ９日 社会資本メンテナンス講演会開催
３月１８日 第1回茨城県跨道橋連絡会議開催

平成26年度

これまでの動き

３



【機密性２】資料 

【道路法以外の跨道橋の点検】
・跨道橋については、第三者への被害防止のために、優先的に点検を実施。
・緊急輸送道路*を跨ぐ施設のうち、鉄道橋を除く、道路法上の道路以外の施設（農道、林道、認定外道

路、私道、水管橋等）の点検・診断、補修等の状況把握のため、「茨城県跨道橋連絡会議」（議長：常陸
河川国道事務所長）を茨城県道路メンテナンス会議の下部組織として設置（H27.3.18  開催）

*高速道路、直轄国道、公社道路は全ての道路を対象

⇒今年度（8月）会議を開催予定（別途通知）

【跨線橋の点検について】

・茨城県道路メンテナンス会議では、ＪＲ東日本水戸支社、大宮支社、千葉支社、東京支社等と跨線橋点検に
関する包括協議を行い、県内全ての道路管理者の、５年間の跨線橋点検計画を含んだ基本協定の締結

・各年度の点検橋梁を確定するため施行協定の締結。（各年度毎に施行協定を締結。） （H27.3）

・茨城県道路メンテナンス会議では、鹿島臨海鉄道(株)､関東鉄道(株)、ひたちなか海浜鉄道(株)、真岡鉄道
(株)と跨線橋点検に関する包括協議を行い、５年間の跨線橋点検計画を含んだ協議の締結。

・今後、各年度の点検実施状況を精査し、状況を踏まえ、ＪＲ東日本各支社等と再度協議を行いながら
跨線橋点検計画を見直す予定。

・各道路管理者は、跨線橋点検にあたり、鉄道事業者と橋梁毎の個別年度協定を締結。

これまでの動き

４



【機密性２】資料 

至 五霞ＩＣ

五霞ＩＣ

平成27年度の主な活動

橋梁直営診断 （１１月１０日～２７日）
８市、１町、１村 １０橋梁を実施

※自治体職員による点検作業体験

トンネル講習会 （２月２６日）
※土木研究所より講師を招き実施

【直営診断実施状況】

【講師による講義状況】

【現地での点検実施状況】

これまでの動き

５



【機密性２】

（２）茨城県のＨ２７点検結果

資料①

６



【機密性２】茨城県のＨ２７点検結果 資料①

＜平成27年度管理者別点検結果（橋梁）＞

管理者 管理施設数 点検実施数
判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 252 48 29 16 3 0

高速道路会社 514 146 6 140 0 0

茨城県(公社含む) 2,642 654 354 273 27 1

市区町村 11,698 1,607 359 1,009 227 12

合計 15,106 2,455 748 1,438 257 13

○ 茨城県の橋梁の点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）が13橋（0.5%）
あり、また、判定区分Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）は257橋％（10.5%）、さらに、判
定区分Ⅱ（予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態）は1,438橋（58.6%）

※ H28.5月末時点

※国土交通省の管理橋梁数のうち、２橋が千葉県所在地である。
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【機密性２】茨城県のＨ２７点検結果 資料①

＜平成27年度管理者別点検結果（道路トンネル）＞

管理者 管理施設数 点検実施数
判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 0 0 0 0 0 0

高速道路会社 34 5 0 3 2 0

茨城県(公社含む) 20 0 0 0 0 0

市区町村 14 0 0 0 0 0

合計 68 5 0 3 2 0

○ 茨城県のトンネルの点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）は0本（0%）
であり、また、判定区分Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）は2本（40%）、さらに、判定区
分Ⅱ（予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態）は3本（60%）

※ H28.5月末時点
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【機密性２】茨城県のＨ２７点検結果 資料①

＜平成27年度管理者別点検結果（道路附属物）＞

管理者 管理施設数 点検実施数
判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 196 44 1 39 4 0

高速道路会社 265 71 35 35 1 0

茨城県(公社含む) 173 0 0 0 0 0

市区町村 31 3 0 2 1 0

合計 665 118 36 76 6 0

○ 茨城県の道路附属物の点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）は0施設
（0.0%）であり、また、判定区分Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）は6施設（5.1%）、さ
らに、判定区分Ⅱ（予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態）は76施設
（64.4%）

※ H28.5月末時点
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【機密性２】

判定区分Ⅳの構造物リスト

資料②
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【機密性２】H27点検結果における判定区分Ⅳの構造物リスト（茨城県）

○ 判定区分Ⅳの施設は、橋梁のみで１３橋あり、いずれも緊急措置
（全面通行止め５橋（うち仮設橋設置１橋）応急対策１橋、重量規制７橋）を実施

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容

－ － － － －

－ － － － －

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

○道路附属物等

○トンネル

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずる
ことが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急
に措置を講ずべき状態

※判定区分

＜判定区分Ⅳのリスト＞
○橋梁

資料 

管理者名 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容

茨城県 三の橋
主要地方道

水戸鉾田佐原線
1964 橋台のひび割れ・欠損・沈下

常総市
無名橋
02071

市道東447号線
（茨城県）

不明 基礎杭露出、床版下面の剥離・鉄筋露出

笠間市 久保宿橋
市道（友）
1117号線
（茨城県）

不明
主桁のひび割れ・たわみ、下部ひび割
れ・洗屈

つくば市

吾妻橋
4-2231号線
（茨城県）

1976 下部工ひび割れ、遊間異常

ｼｶﾉﾏｲ橋
4-3029号線
（茨城県）

1965 主桁の鉄筋露出、下部工の鉄筋露出

大子町 4071号橋
町道4245号線

（茨城県）
不明 パイルベント杭のひび割れ

古河市

大橋
市道総和
4181号線
（茨城県）

不明 主桁のひび割れ、橋台前面地盤崩壊

総和
01012橋

市道0215号線
（茨城県）

不明
主桁のひび割れ・剥離・鉄筋露出、下部
工欠損

総和
00001橋

市道0214号線
（茨城県）

不明 主桁の腐食、床版ひび割れ、基礎杭露出

総和
01003橋

市道総和
1372号線
（茨城県）

不明 主桁の腐食、床版ひび割れ、基礎杭露出

総和
01006橋

市道総和
1376号線
（茨城県）

不明 主桁の腐食、床版ひび割れ、基礎杭露出

総和
01007橋

市道総和
1366号線
（茨城県）

不明 主桁の腐食、床版ひび割れ、基礎杭露出

総和
01008橋

市道総和
4179号線
（茨城県）

不明 主桁の腐食、床版ひび割れ、基礎杭露出

11



【機密性２】平成26年度の判定区分Ⅳの構造物リストの今後の予定（茨城県）

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずること
が望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措
置を講ずべき状態

＜判定区分Ⅳのリスト＞

○橋梁

○ 平成２６年度の判定区分Ⅳの施設は２施設（橋梁のみ）あり、２橋とも今年度より架け替え等に向け
調査設計を実施する予定。通行規制等は継続して実施中。

※予算措置状況等によって今後変わりうる

資料②

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容 今後の予定

常陸太田市 １０３－２号橋 辰ノ口八田線 不明 主桁下面ひび割れ・欠損
架け替えを予定

Ｈ２８年度設計実施予定

筑西市
２B－１１４－1号橋

（無名橋３）
２B－１１４ 不明 橋脚ひび割れ・欠損

修繕又は架け替えを予定
Ｈ２８年度調査設計実施予定

○トンネル

○道路附属物等

なし

なし

※判定区分
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【機密性２】

（３）茨城県のH28点検予定

資料③
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【機密性２】茨城県のＨ２８点検計画 資料③

道路施設 管理施設数
H26点検数

（A）
H27点検数

（B）
H28点検予定数

（C）

点検進捗
（A＋B＋C）
/管理施設数

橋梁 15,106 180 2,455 3,936 43.5%

トンネル 68 3 5 11 27.9%

道路附属物等 665 103 118 110 49.7%

＜各構造物の平成28年度の点検予定＞

・H28点検予定数（C）は、今後の点検状況により見直しすることがある。
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【機密性２】茨城県のＨ２８点検計画（最優先で点検すべき橋梁） 資料③

道路施設 管理施設数
H26点検数

（A）
H27点検数

（B）
H28点検予定数

（C）

点検進捗
（A＋B＋C）/管

理施設数

緊急輸送道路を
跨ぐ跨道橋

417 25 82 70 40.9%

跨線橋
（歩道橋含む）

242 3 44 58 43.4%

緊急輸送道路を
構成する橋梁

1,959 44 447 611 69.6%

＜最優先で点検すべき橋梁の平成28年度の点検予定＞

・H28点検予定数（C）は、今後の点検状況により見直しすることがある。
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【機密性２】

（４）地方自治体への技術支援

資料④
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【機密性２】地方自治体への技術支援（道路構造物管理実務者研修）

道路構造物管理実務者研修 〈４日間（橋梁） ３日間（トンネル）〉

 目 的： 地方公共団体の職員の技術力育成のため、点検
要領に基づく点検に必要な知識・技能等を習得
するための研修。

 対 象： 自治体職員及び直轄職員

 予定人数： ２８０名程度（うち自治体職員２４０名程度）

 時 期： 橋梁初級Ⅰ① H28.8.23～8.26  40名程度
橋梁初級Ⅰ② H28.9.6～9.9  40名程度
橋梁初級Ⅰ③ H28.11.15～11.18 40名程度
橋梁初級Ⅱ① H28.9.27～9.30 60名程度
橋梁初級Ⅱ② H28.12.6～12.9  60名程度
トンネル H28.10.31～11.2 40名程度

【H28年度研修（計画）】

・平成２６､２７年度の橋梁初級Ⅰの受講者は２５０名で、うち自治体は２３１名（延べ１７８団体）が参加。
自治体（１都８県）の参加率は約４２％。

・平成２８年度より、橋梁初級Ⅰ研修にて、研修内容の理解度、達成度を確認する為の「達成度確認試験」
を実施。

資料④
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【機密性２】

（５）好事例の紹介

資料⑤
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【機密性２】

老朽化対策現地学習会

将来の技術者として構造物の建設・維持・管理技術を学ぶ学生の皆さんへ橋の検診・治療技
術を直接現地で学習して貰うことを目的に現地学習会を開催しました。
日 時：平成27年10月28日（水）午後
講 師：国立大学法人 茨城大学工学部 都市システム工学科准教授 原田 隆郎 様
開催場所：日立市海端橋
対 象：茨城大学学生20名

打音検査状況 シュミットハンマー検査状況

好事例の紹介 資料⑤
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【機密性２】

橋梁直営点検

目的：地方公共団体の職員の技術力育成のため、点検要領に基づく点検に必要な知識・技術等
を習得するため、実際の点検による講習会。

H26年度33市町村、H27年度10市町村の直営点検実施
開催日時：平成27年11月10日～27日までの6日間
10市町村の直営点検時に近隣の市町村と合同で行い、橋梁講習会も併せ実施。
参加市町村：点検実施10市町村、点検参加市町村22市町村 計32市町村

点検状況 損傷状況（地覆等からの漏水）

好事例の紹介 資料⑤
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【機密性２】

講義状況

点検状況

◇トンネル点検講習会
目 的：地方公共団体の職員の技術力育成のため、点検要領に基づく点検に必要な

知識・技術等を習得するための研修。
内 容：第1部 講義「道路トンネルの現状と課題」「トンネルの点検・診断・措置」

第2部 「実際のトンネルにおける点検実習」 「高所作業車を用いた近接点検実習」
開催日：平成28年2月26日（金）
参加者：茨城県土木事務所・７市町村 計＝21名

トンネル点検講習会

点検実習（打音点検・クラック調査）

高所作業車による近接点検

好事例の紹介 資料⑤
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【機密性２】

地域一括発注の進捗状況（茨城県）

○市町村の人不足・技術力不足を補うために、市町村が実施する点検・診断の発注事務を都道府県等が受委託
することで、地域一括発注を実施

＜地域一括発注による平成26、27年度の点検実施＞

【イメージ図】

Ａ市 Ｂ町 Ｃ村

都道府県等による受託

国・県にてニーズを取りまとめ

・市町村のニーズを踏まえ、
地域単位での点検業務の⼀括発注等の実施

【手続きの流れ】
・国、都道府県にて市町村の意向調査を実施し、
点検数量をとりまとめた上で、点検業者へ発注

○平成26年度一括発注状況
実施市町村数：8市町 点検実施橋梁数：４３橋

○平成27年度一括発注状況
実施計画市町村数：15市町村 点検実施契約数：７９５橋

好事例の紹介 資料⑤
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【機密性２】好事例の紹介

広報活動／道路を守るパネル展

道路の駅「さかい」

道路の駅「しもつま」

資料⑤
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【機密性２】好事例の紹介
橋梁診断判定会議

○関東地方整備局においては、橋梁の維持終戦等を適切に行うため、事務所毎に橋梁診断判定会議を開
催し、損傷の原因、損傷の進行性、当該判定区分とした理由、橋梁全体としての状態、補修・補強や
工法等がわかる資料を用い、道路管理者として点検・診断結果等を確認

○判定会議の円滑化のため、事前に橋梁診断判定ワーキングを開催

１ 目的

常陸河川国道事務所の管理橋梁を適切に判断するため
に、定期点検及び診断結果等の確認及び審議すること

資料⑤

橋梁保全の標準的な年間フロー

２ 判定会議内容
（１）事務所管内の全体的な点検診断結果の概要把握

（２）点検・診断結果と対応方針の確認
（３）詳細調査の結果と対応方針の確認

３ 判定会議メンバー

・各事務所：事務所長、副所長、管理担当課長、出張所長等
・局道路部：道路保全企画官、道路構造物保全官等
・関東技術：事務所長、副所長、技術情報管理官等
・受注者 ：点検受注者、診断受注者
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【機密性２】好事例の紹介
合同現地診断

資料⑤

○関東地方整備局においては、定期点検の点検方法の確認及び見落としの防止、職員の技術力向上を目
的に職員と点検業者などが一堂に介した合同橋梁点検を実施しています。

【構成メンバー】
・本局道路保全企画室
・関東技術事務所
・国道事務所
・点検業務受注者
・診断業務受注者

【実施方法・手順】
①実施橋梁の選定 ⇒ ②日程の調整 ⇒ ③対象橋梁の概要説明
（点検業務受注者） ⇒ ④橋梁点検 ⇒ ⑤講評（本局または関
東技術事務所）

【対象橋梁】
・過年度の不良具合や特
定区分の結果により、当
該年度の点検対象橋梁か
ら該当する橋梁を1橋選
定する。

【合同点検実施後】
・合同点検終了後、道路保全企画室及び関東技術事務所から点検時に
気づいた点（点検方法、損傷状況等）をとりまとめ、担当事務所へ
提出。
担当事務所は、点検業務受注者へ指導及び今後の点検・補修等への

参考とする。
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【機密性２】

（６）茨城県における課題

資料⑥
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【機密性２】茨城県における課題 資料⑥

※

※溝橋は含まず

※
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【機密性２】資料⑥

28

（２）茨城県内の市町村における管理橋梁数と今後の点検数

県内44市町村の内、２１市町村は200橋以上の橋梁を管理しており、そのうち5市は
500橋以上管理している

今年度以降300橋以上を点検しなければならい市町村が１１あり、そのうち３市は５０
０橋以上点検する必要がある

5

3

6

713

10 500橋以上

400～500橋

300～400橋

200～300橋

100～200橋

～100橋

茨城県内44市町

村の管理橋梁数
別市町村数

3

8

24

9
500橋以上

300～500橋

100～300橋

～100橋

管理橋梁数 H28以降点検橋梁数

茨城県内44市町

村の点検橋梁数
別市町村数



【機密性２】

茨城県内の自治体が管理する約14,400橋の内、建設後の経過年数内訳では、50年経過は６．８％
であるが、年齢不明橋梁が５７．１％（約8,200橋）もある。
その年齢不明橋の管理はほとんどが市町村管理の橋梁である。

建設後の経過年数割合
※橋長2m以上

平成28年5月現在

（3）茨城県内の橋梁老朽化の現状

茨城県における課題

1.7%4.8%
8.0%

12.1%

9.6%

6.8%

57.1% １０年未満

１０年から１９年

２０年から２９年

３０年ｊから３９年

４０年から４９年

５０年以上

不明

茨城県内自
治体管理

約14,400橋

3.0%

97.0%
県管理

市町村管理

年齢不明橋
（約8,200橋）の

管理者割合

資料⑥
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【機密性２】

市町村管理の橋梁に年齢不明橋梁が多い理由として、用水上の農道として橋梁を整備してい
る事から、橋梁数が多く橋長も短い橋梁が多数になっていると思われる

道路事業ではなく、農道の整備により製作されて事により、台帳等が残されていないと思われ
る。

（４）茨城県市町村理者橋梁の状況

茨城県における課題 資料⑥
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（５）年齢不明橋梁の点検診断

これまでの判定結果
Ⅳ判定橋梁 12橋のうち9橋が年齢不明
Ⅲ判定橋梁 約130橋（約50％）が年齢不明橋

年齢不明橋は損傷箇所が多い



【機密性２】茨城県における課題

（６）課題まとめ

資料⑥

●今年度以降調査する橋梁の約60％が損傷が多いと考えられる年齢不明橋
⇒損傷箇所が多いほど点検、診断に時間も労力も必要

●今年度以降、300橋以上の点検が必要
⇒点検橋梁が多いほど点検、診断に時間も労力も必要

市町村職員の負担が増加
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【機密性２】

茨城県道路メンテナンス会議H28年度の取組

資料⑥
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【機密性２】茨城県道路メンテナンス会議の取組

自治体支援の充実

・直営点検講習会の開催

・技術講習会の開催、参加の働きかけ

・点検業務の一括発注の提案と情報提供

・点検、補修設計、補修工事の積算基準等の情報提供

【取組テーマ】

資料⑥
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【機密性２】
資料⑦

（７）熊本地震を踏まえた今後
の対応について
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【機密性２】資料⑦
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【機密性２】資料⑦
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【機密性２】
資料⑦
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【機密性２】
資料⑦

38



【機密性２】
資料⑦
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